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こころの相談

病気や健康、家族問題、からだやこころの悩み、人間関係、
仕事や生活の不安、子育て、近隣関係など、ひとりで悩まな
いで声を出してみませんか。話せるところから、ゆっくり話
してみませんか。
●場所・日時
▶�角館庁舎／99月5日月5日木（午後のみ）・9日（午後のみ）・9日月（午前のみ）・（午前のみ）・
19日19日木（午前のみ）・（午前のみ）・30日30日月�

▶田沢湖健康増進センター／9月18日水（午後のみ）（午後のみ） 
▶�西木総合開発センター（西木中央公民館）／
　9月10日　9月10日火�( 午前のみ )�( 午前のみ )
●相談時間
▶�【午前】10:00～�11:00～【午後】13:30～�14:30～
●�相談方法／ 1回50分。面談または電話（要予約・相談無
料※秘密厳守）/連絡先：保健課　☎43-2252

相談は秘密厳守です

かだれ！
傾聴ボランティア・集いの場

　一緒にお茶を飲んだり、認知症予防ゲームを楽しんだり、
やりたいことをやりましょう！開催時間内に個別にお話（相
談）をお聴きします。
　今、私たちが取り組んでいるのは、集まった人たちでお
互いの「安否確認や困ったときに、駆け付けられる体制づ
くり」を進めています。「かだれ！」は、皆さんのお越しをこ
ころからお待ちしています！
●日時／日時／ 9月11日9月11日水・・25日25日水　時間�10:00～ 15:00�時間�10:00～ 15:00�
●�場所／場所／田沢湖健康増進センター (田沢湖病院併設）�調理田沢湖健康増進センター (田沢湖病院併設）�調理
室・栄養相談室室・栄養相談室
●�参加料／参加料／ 100円（昼食は各自でご持参ください）100円（昼食は各自でご持参ください）
●�内容／内容／保健師による血圧測定、健康相談、認知症予防体保健師による血圧測定、健康相談、認知症予防体
操、ゲームなど操、ゲームなど
●相談／相談／心理カウンセラー（相談無料/秘密厳守）心理カウンセラー（相談無料/秘密厳守）

問保健課  ☎ 43-2252

公認心理師・臨床心理士があなたの相談を
親身に受け止めます！ 問小松まで ☎ 090-2975-3450

語って、笑って、ホッと一息
えがおサロン

問保健課  ☎ 43-2252

　「えくぼの会」では、毎月サロンを開催し個人の悩みや相
談に応じています。お茶やコーヒーを飲んだり、語って笑っ
てホッとするスペースです。予約なしで、どなたでも好き
な時間に参加できます。ぜひ、お立ち寄りください。
●日時／日時／ 9月4日9月4日水　時間�13:00～ 15:30�時間�13:00～ 15:30�
●�参加料／参加料／ 100円／予約不要
●�場所／田沢湖健康増進センター (田沢湖病院併設） 交流
プラザ
●�内容／血圧測定、健康講話（保健師）、脳トレ、手芸など

辛い、苦しい、不安、眠れない、家にいても居心地が悪い、
社会の中で生きづらいと感じているすべての若者が対象で
す。
  一緒にお茶を飲んだりおやつを食べたり、ちょっとした
ゲームをしながら若者同士で交流しましょう。
　ぜひ、ひとりで抱え込まずに、まずは足を運んでくださ
い。お待ちしています。
●日時／日時／ 9月17日9月17日火 時間� 14:00～ 16:00
●�場所／場所／角館交流センター（和室）角館交流センター（和室）
●�参加料／参加料／無料無料
※事前申込不要
●�主催／主催／NPO法人KOU（あきた若者サポートステーショ
ン運営団体）

若者の居場所
若者同士で交流しましょう !

問 NPO 法人 KOU  大屋みはる☎ 018-853-4367

保健と健康掲示板 ささえる
つながる 保健と健康掲示板ささえる

つながる保健と健康掲示板 ささえる
つながる

笑いヨガで、心も・体も・脳も健康に！
笑いの会

問保健課  ☎ 43-2252

　笑うことは心身ともに安定し、ストレス軽減に効果が
あると言われています。皆さまぜひご参加ください。
●日時／日時／ 9月9月2020日日金・・受付�9:40～ 10:00　～11:30終了
●�場所／場所／健康管理センター健康管理センター�（角館）�（角館）
●�内容内容／／笑いヨガ笑いヨガ
●�参加料／参加料／無料無料
※事前申込不要

だれかに話をすると安心する
えくぼの会傾聴ボランティア

問保健課  ☎ 43-2252

　心にたまったことや、気になること、心配なことなどを
話してみませんか。傾聴ボランティア「えくぼの会」では、
ゆっくりお茶を飲みながら、会員が悩みなどをお伺いして、
一緒に考えていきます。開催時間内の都合のよいときにお
気軽にお越しください。
●日時／日時／ 9月18日9月18日水　時間�10:00～ 14:00�時間�10:00～ 14:00�
●�参加料／参加料／無料無料
●�場所／場所／角館交流センター角館交流センター

健康ポイント事業
対象事業

　骨粗しょう症は、骨密度が低下し、骨がもろくなり、骨折しやすくなります。骨粗しょう症は、初期の段階では自
覚症状がほとんどありません。女性は、骨粗しょう症になるリスクが高いとされています。気になる症状がなくても
この機会に骨密度測定をして自分の骨の密度を確認しましょう。

検診日 受付時間 場　所
9月25日
㈬ 10時～10時45分 健康管理センター

（角館庁舎隣り）
9月25日
㈬ 13時30分～14時15分 神代市民体育館

9月26日
㈭ 10時～10時45分 西木総合開発センター

（西木庁舎隣り）
9月26日
㈭ 13時30分～14時15分 田沢湖総合開発センター（田沢湖庁舎隣り）

●�対象者／令和6年度40、45、50、55、60、65、
70歳になる女性の方
※受診対象者以外の方は受診できません。
●�持ち物／▶健康保険証▶各種健（検）診受診券▶
検診料金が発生する方は忘れずにお持ちくださ
い。
●�検診料金／ 700円　※ただし次の方は無料です。
�　�▶仙北市国民健康保険加入者▶70歳以上の方▶
後期高齢者医療保険加入者▶生活保護受給者（緊
急時医療依頼証をご提示ください）▶世帯全員が
市民税非課税の方（令和６年６月１日以降の市民
税、県民税（課税・所得）証明書をご持参ください。

●日程・場所／
※予約は不要ですが受付時間に余裕をもってお越しください。

人間ドック受診助成制度のお知らせ

check!

　仙北市国民健康保険および後期高齢者医療で
は、病気の早期発見･早期治療に役立てていただ
くため、人間ドック受診の助成を実施しています。
　制度を活用して人間ドックを受診し、健康状態
をチェックしましょう。

 対象者について 
●国民健康保険の人間ドック助成
▶�仙北市国民健康保険の被保険者で、年齢が当
該年度で35歳以上75歳未満（後期高齢者医療
の対象者を除く）の方
▶前年度までの国保税を完納されている方
▶仙北市が実施する特定健診を受けていない方
●後期高齢者の人間ドック助成
▶�仙北市に住所がある後期高齢者医療の被保険
者で、当該年度に国保の人間ドック助成を受け
ていない方
▶�前年度までの後期高齢者医療保険料を完納さ
れている方
▶仙北市が実施する健診を受けていない方
 助成金額 
▶�どちらも１人21,000円を限度とし、年度内で１
回のみです。

 受診医療機関 
▶�市立角館総合病院、市立田沢湖病院、大曲厚
生医療センター
※�受診希望の方は、直接医療機関へ予約をしてか
ら助成金の申請を行ってください。窓口で受診
日の確認をします。

 実施期間 
▶令和7年３月３１日まで
 持参するもの 
▶�国民健康保険被保険者証または後期高齢者医
療被保険者証

 受付場所 
▶�仙北市役所各庁舎・各出張所の国保担当窓口

問保健課（角館庁舎）  ☎ 43-2252

※�申請をしないで受診し、費用を全額支払っ
た場合でも、年度内に申請すれば助成を受
けることができます。印鑑・領収書・金融機
関の通帳、ドックの受診結果（後日の提出も
可能）を持参し、手続きをしてください。

問国保市民課 国民健康保険係（角館庁舎）  ☎ 43-3316

～令和6年度40、45、50、55、60、65、70歳になる女性の方～
5年に 1度のチャンスです！

骨骨粗粗 しょう症検診のお知らせしょう症検診のお知らせ

check!
参加して健康ポイント

をかせごう！

国 民 健 康 保 険 と 後 期 高 齢 者 医 療

保健と健康の掲示板
「保健」「健康」「介護予防」などの

役立つ情報をお届けします
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保健と健康掲示板 ささえる
つながる 保健と健康掲示板ささえる

つながる保健と健康掲示板 ささえる
つながる
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健健 幸幸 DX 手帳活用講座
開催のお知らせ

スマートフォンによるアプリ「健幸DX手帳」の基本操作講座
を実施します。生活習慣を見直したいと考えている方や体力づく
りを始めたいと思っている方、また毎日の忙しさで健康づくりを
始められずにいる働き盛りの方、スマートフォンとバイタル機器
を使った健康管理を体験してみませんか？

日程 時間 場　所 申込み締切

9月21日㈯

15時～16時

田沢湖総合開発センター
農林研修室 9月19日㈭

9月28日㈯ 西木総合開発センター
集会室 9月26日㈭

10月5日㈯ 角館交流センター
第２研修室 10月3日㈭

●対象者／仙北市内在住者
●定員／各会場10人まで
●持ち物／スマートフォン、筆記用具
●参加費／無料
●�その他／参加した方にはご自宅でも毎日体験でき
るよう、ウェアラブル端末（歩数や脈拍などを管
理）と血圧計を貸し出しします。
●�申込方法／①電話 ②メール ③ FAXのいずれかで
申し込みをしてください。なお、②③については
健幸DＸ手帳活用講座参加申込である旨と参加
される方のお名前・ご住所・年齢・連絡先・希望会
場名を記載してください。
●�申込・問合せ／仙北市保健課
▶☎ :43-2252 受付時間 平日10時～ 16時
▶FAX:54-1117( 土日祝除く )
▶E-mail:hoken@city.semboku.akita.jp問保健課（角館庁舎）  ☎ 43-2252

　何かに悩んだり、苦しみ、「誰かに話を聞いてほしい」と
思いながら孤立感を感じて暮らす方がいます。そのような
方々の悩みや不安に耳を傾け、安心して心を開くことがで
きる「居場所づくり」をすすめていくのが「傾聴ボランティ
ア」です。保健課では傾聴ボランティアの活動を支援して
います。
　この講座では傾聴ボランティアとして実際に活動されて
いる方から、悩みを抱えている方への関わり方や居心地の
よい「居場所づくり」についてお話していただきます。あ
なたも、悩んでいる方々のちょっとしたちからになってみ
ませんか？全２回の講座です。

●�日時／①9月24日㈫�②10月21日㈪
14時～15時30分（受付時間13時30分～13時50分）

●場所／健康管理センター ホール
●講師／秋田メンタルケアカウンセリング傾聴

代表 木場和子 氏
●�申込方法／ 9月17日㈫までに保健課に電話でお申し込
みください。
★ 1回のみのご参加でも構いません。２日間参加された方
には修了証をお渡しします。

問保健課（角館庁舎）  ☎ 43-2252

養成講座

ボランティア

　仙北市内では、オレンジカフェ（総称）が毎月１回開催されています。
　オレンジカフェは、厚生労働省が進めている認知症施策の一つで、
認知症の方やその家族、地域の方など誰でも気軽に集い、交流するこ
とのできる集いの場です。認知症に関する相談にも応じることができま
すので、お気軽にご参加ください。

カフェの名称 代表者 会場 連絡先 開催日時 個人負担

ささえ愛カフェ 清水佳奈子 デイサービスセンターささえ愛 42-8666 9月15日㈰�
9時30分～11時30分 100円

下延オレンジカフェの会 藤原律子 下延コミュニティーセンター 55-5449 9月17日㈫14時～16時 100円

こみっとカフェ 松舘文子 NPO法人かじか瀬スペース 080-3198-4136 9月18日㈬10時～12時 300円

包和花カフェ 包括支援
センター 就業改善センター 43-2283 9月26日㈭14時～17時 なし

オレンジカフェひまわり 長澤早恵 グループホームひまわり地域交流室 55-5272 9月28日㈯�14時～16時 100円

オレンジカフェが開催されています♪

今月の日程

オレンジカフェのお手伝いについて
認知症サポーターやキャラバンメイ
ト、仙北地域かがやき隊の皆さんで、
カフェのお手伝いを希望される方は、
包括支援センターまでご連絡くださ
い。感染症の状況などによりお休みす
る場合もあります。詳細については直
接カフェにお問い合わせください。

定期予防接種
はじまります

　新型コロナワクチンの全額公費による特例臨時接種期間
が令和6年3月31日に終了しました。令和6年度からは重
症化リスクの高い方に季節性のインフルエンザ予防接種と
同様の「定期接種」として実施します。
●接種期間／令和６年10月1日～令和7年3月31日
●�助成対象者／仙北市に住所登録されている次の要件に該
当する方
①満65歳以上の方
② 60歳以上65歳未満の心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能
の障害またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の
障害を有する方（接種医療機関に身体障害者手帳の持参
をお願いします。）

●助成金額／接種料金のうち10,300円を助成します。
※ 助成対象者で、生活保護受給者の方は全額助成です。（接
種医療機関に緊急時医療依頼書または生活保護受給者証
の確認ができるものの持参をお願いします。）
●助成回数／接種期間中に1回
●注意事項／
▶必ず事前に希望する医療機関に予約をしてください。
▶ 市外の医療機関を希望される方は直接医療機関に問い合
わせするか、保健課にご連絡ください。
▶ 県外の医療機関を希望される方は接種前に保健課までご
連絡ください。
▶接種券の発行・配布はありません。

新型コロナウイルス感染症

医療機関名 郵便番号 住　所 電話番号 備　考
鬼川医院 〒014-0312 仙北市角館町田町下丁17 0187-54-2061 通院患者のみ

下新町クリニック 〒014-0315 仙北市角館町下新町13 0187-54-2055
仙北市西明寺診療所 〒014-0515 仙北市西木町門屋字道目木319-1 0187-47-2123

仙北市国民健康保健神代診療所 〒014-1114 仙北市田沢湖神代字野中清水216-4 0187-44-2118
かとうファミリークリニック 〒014-1201 仙北市田沢湖生保内字浮世坂74-1 0187-43-2123
市立角館総合病院 〒014-0394 仙北市角館町岩瀬3 0187-54-2111
市立田沢湖病院 〒014-1201 仙北市田沢湖生保内字浮世坂17-1 0187-43-1131

●仙北市の協力医療機関（8/20現在）※協力医療機関は変更になる可能性があります

問保健課（角館庁舎）  ☎ 43-2252

　ゲートキーパーとは、「悩んでいる人に気づき、声を
かけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る人」の
ことで、特別な資格ではありません。ゲートキーパー
を増やしていくことは、地域全体のこころの健康づく
りや自殺の予防につながります。
　今回開催する「こころのゲートキーパー養成講座」で
は、ゲートキーパーの役割のほか、自分や大切な人の
心の健康を守る方法についての講演となります。ぜひ、
お近くの方とお誘いあわせのうえ、ご参加ください。

●日時／ 10月4日（金）14時～15時30分
　（受付時間　13時30分～13時50分）

●場所／市役所角館庁舎　101・102会議室
●講師／秋田大学自殺予防総合研究センター

特任助教 宮本翔平 氏
●テーマ／相手が望むものと自分が望むこと
●�申込方法／ 9月27日㈮までに保健課へお電話でお
申し込みください。

問保健課（角館庁舎）  ☎ 43-2252

●日程／

こころのゲートキーパー
養成講座

傾聴傾

問包括支援センター（角館庁舎）  ☎ 43-2283
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保健と健康掲示板ささえる
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1994年「国際アルツハイマー病協会」は世界保健機関と共同で毎年９月21日を「世界アルツハ
イマーデー（日本では認知症の日）」と制定し、この日を中心に認知症の啓蒙を実施しています。ま
た９月を「アルツハイマー月間」と定め、様々な取り組みを行っています。９月は、図書館や学習
資料館・イベント交流館、田沢湖公民館、中央公民館、角館庁舎にて、認知症関連図書について展
示を行っています。
　秋田県は、全国で一番高齢化率が高い県です！仙北市の高齢化率は、45％を超え、県内10番目
に位置しています。
　「認知症」は、だれでもかかる可能性のある病気であり、多くの人にとって身近なものになってい
ます。認知症は正常に働いていた脳の機能が低下し記憶や思考への影響がみられる脳の病気です。
また、本人は認知症の自覚がないという考えも間違いで、最初に症状に気づき、誰よりも不安になっ
て苦しむのは本人であることも多いです。認知症について理解を深め、認知症になっても安心して
暮らせる地域をみんなでつくりましょう。
　「同じ話を繰り返す」「保険証や通帳、財布などをなくして困ることが多い」「道に迷ったり、道順
がわからなくなる」「怒りっぽくなった」「季節に合わない服装をしている」「近所の人で認知症のよう
な言動があり心配」など、「最近物忘れするようになったな。何かおかしい・・・認知症？」と心配に
なったら、一人で頑張り過ぎず、包括支援センターにご相談ください。電話や訪問をして相談を受
けることもできます。お近くのグループホームやデイサービスなどの「認知症なんでも相談所」と
看板の掲げている事業所でも相談することができます。また、認知症について学ぶことができる「認
知症サポーター養成講座」も開催していますので、老人クラブや地域の集まりで活用をしていただ
くこともできます。お気軽にお問い合わせ、お申し込みをお待ちしています。

認知症への「備え」として、生活習慣病を予防し
放置しないことや、脳を動かすことは大切なこと
だと言われています。教室に参加して一緒に楽し
く学んだり体を動かしたりしませんか？
　みなさんのお近くの会場で開催しますので、お
友だちや近所の方も誘ってお気軽にご参加くださ
い！
●対象者／おおむね65歳以上の市民の方
●�期間／令和6年10月～令和7年2月末（概ね月
1回、全4回の日程です）
●�開催時間／午前開催の場合▶10時～11時30
分、午後開催の場合▶13時30分～15時（下
延住民センターは14時～16時）
●�内容／保健師による血圧測定・健康相談（１日
目）、認知症予防についてのお話と運動（ペタン
ク、コグニサイズなど）を組み合わせた内容です。
●�場所／次の場所でそれぞれ開催します。※４回
全てに参加できない方でも歓迎です！

▶ 角館地区：健康管理センター（午後）、中川コミュ
ニティセンター（旧中川小学校、午後）、白岩集
落センター（午後）、下延住民センター（午後、
下延オレンジカフェと合同開催）
  ▶ 田沢湖地区：田沢交流センター（午前）、健康増
進センター（午後）、神代就業改善センター（午後）
▶ 西木地区：林業総合センター（桧木内診療所、午
前）、クリオン（午後）

●�持ち物／水分補給用の飲み物、動きやすい服装、
めがね（必要な方）
●�申込方法／包括支援センターまで電話でお申し
込みください。
●�申込期限／10月9日㈬を期限としますが、そ
れ以降も随時受付します。
●�その他／参加申込された方には、後日詳しい日
程・内容を郵送します。

一般介護予防事業

あたまとからだの若返り教室

開催のお知らせ

問包括支援センター（角館庁舎）  ☎ 43-2283

問包括支援センター（角館庁舎）  ☎ 43-2283
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毎年 9月は
アルツハイマー月間！

今年の世界アルツハイマーデー標語は

「共に生き ともに歩もう 認知症」

表紙の写真から表紙の写真から表紙の写真から
8
月
15
日
︑
雲
巖
寺
で
﹁
白
岩
さ
さ
ら
﹂
の
奉
納
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

さ
さ
ら
舞
は
４
０
０
年
以
上
続
く
と
い
わ
れ
る
伝
統
行
事
で
︑
神
仏
供
養
︑

五
穀
豊
穣
を
願
い
︑
毎
年
お
盆
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
︒

　
獅
子
に
扮
し
た
舞
手
3
人
が
太
鼓
に
合
わ
せ
て
勇
壮
に
演
舞
し
︑
そ
の

傍
ら
で
は
ザ
ッ
ザ
カ
と
呼
ば
れ
る
︑
ひ
ょ
っ
と
こ
の
面
を
か
ぶ
っ
た
道
化

役
が
コ
ミ
カ
ル
な
舞
を
披
露
し
ま
し
た
︒
ま
た
︑
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
﹁
こ
ど
も
さ
さ
ら
﹂
も
行
わ
れ
ま
し
た
︒

　
同
日
︑
夜
の
部
と
し
て
5
年
ぶ
り
に
角
館
の
立
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
前

で
も
観
光
さ
さ
ら
舞
が
披
露
さ
れ
︑
集
ま
っ
た
観
光
客
を
魅
了
し
て
い
ま

し
た
︒

　
８
月
15
日
︑
市
民
会
館
を
会
場
に
﹁
仙
北
市
二
十
歳
の
集
い
﹂
が
行
わ
れ

ま
し
た
︒

　
当
日
は
︑
市
内
出
身
者
や
市
内
在
住
の
方
な
ど
︑
該
当
者
２
２
４
人
の
う

ち
１
７
３
人
が
出
席
し
︑
節
目
を
祝
い
ま
し
た
︒

　
式
典
で
は
︑
戸
澤
圭
佑
さ
ん
が
司
会
を
務
め
︑
畠
山
卓
弥
さ
ん
︑
黒
崎
太

輝
さ
ん
︑
齋
藤
千
輝
さ
ん
︑
村
上
匠
さ
ん
の
４
人
に
よ
る
誓
い
の
こ
と
ば
で

令
和
6
年
度
仙
北
市
二
十
歳
の
集
い

二
十
歳
の
節
目
に
決
意
新
た

白岩ささら白岩ささら
伝統の舞　勇壮に

は
︑
家
族
や
友
人
︑
地
域
の
方
々
へ
感
謝
す
る
と
と
も
に
今

後
の
抱
負
を
話
し
ま
し
た
︒

　
集
い
の
前
後
に
は
︑
久
々
の
再
会
に
喜
び
︑
一
緒
に
写
真

を
撮
っ
た
り
︑
近
況
を
報
告
し
合
う
な
ど
笑
顔
に
溢
れ
て
い

ま
し
た
︒

畠山卓弥さん 黒崎太輝さん

齋藤千輝さん 村上匠さん

立町ポケットパークの様子。大勢の観客にささら舞を披露しました。



お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す

百寿
7
月
28
日
、
佐
藤
金
子

さ
ん

(
角
館
町
岩
瀬
)
が

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
、
仙
北
市
か
ら
お

祝
い
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

佐
藤
金
子

佐
藤
金
子
さ
ん
さ
ん

7
月
5
日
、
浅
利
リ
ヨ

さ
ん

(
西
木
町
桧
木
内
)

が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
、
仙
北
市
か
ら

お
祝
い
と
花
束
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

浅
利
リ
ヨ

浅
利
リ
ヨ
さ
ん
さ
ん

射
撃
の
技
術
向
上
を
目
的
に

7
月
7
日
︑
田
沢
湖
ク
レ
ー
射
撃
場
で

令
和
6
年
度
第
4
回
角
館
猟
友
会
ク
レ
ー

射
撃
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
︒︵
敬

称
略
︶

▼
優　
勝　
鈴
木
治
23
点

▼
準
優
勝　
笹
渕
誠
21
点

▼
第
3
位　
伊
澤
芳
郎
20
点

▼
第
4
位　
荒
木
博
19
点

▼
第
5
位　
茂
木
直
人
19
点

▼
ブ
ー
ビ
ー
賞　
後
藤
国
男

第
4
回
角
館
猟
友
会

　
　
ク
レ
ー
射
撃
大
会左から角館猟友会長の笹渕誠、鈴木治さん、伊澤芳郎さん

後藤国男さん、荒木博さん、茂木直人さん。

　
今
か
ら
50
年
前
に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
が
︑
当
時
の
在
校
生
な
ど
が
立
ち
合
い

の
も
と
開
封
さ
れ
ま
し
た
︒

　
こ
れ
は
昭
和
49
年
度
の
在
校
生
が
︑
旧
生

保
内
小
学
校
創
立
１
０
０
周
年
の
記
念
事

業
と
し
て
埋
め
た
も
の
で
︑
創
立
１
５
０
周

年
に
あ
た
る
今
年
︑
開
封
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
し
た
︒
開
封
に
先
立
ち
竹
村
一
郎
校

長
か
ら
﹁
50
年
前
の
在
校
生
は
７
０
０
人
近

く
い
た
が
︑
現
在
は
１
５
１
人
と
な
っ
た
︒

校
舎
や
生
徒
数
は
変
わ
っ
た
が
︑
こ
こ
に
集

ま
っ
た
皆
さ
ん
の
時
か
ら
続
く
︑
生
保
内
を

愛
す
る
気
持
ち
や
精
神
は
ず
っ
と
受
け
継
が

れ
て
い
る
﹂
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
︒

　
続
い
て
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
入
っ
て
い
る

記
念
碑
か
ら
当
時
の
様
々
な
も
の
が
出
さ
れ

ま
し
た
︒
入
っ
て
い
た
の
は
絵
︑習
字
︑作
文
︑

寄
せ
書
き
な
ど
︒
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
思
い

出
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
︑
50
年
前
の
品
々

を
笑
顔
で
確
認
し
て
い
ま
し
た
︒

　
内
陸
線
沿
線
の
夏
の
風
物
詩
︑
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

が
見
頃
を
迎
え
て
い
ま
す
︒
見
頃
は
９
月
上
旬
ま

で
で
す
︒
今
年
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
﹁
ク
レ
ヨ
ン

し
ん
ち
ゃ
ん
﹂︵
角
館
駅-

羽
後
太
田
駅
間
︶︑﹁
紙

風
船
ワ
ク
ワ
ク
の
夜
﹂︵
上
桧
木
内
駅
︶
な
ど
︑
角

館
駅
か
ら
鷹
巣
駅
間
の
沿
線
５
か
所
で
鑑
賞
で
き

ま
す
︒

　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
︑
内
陸
線
の
車
窓
か
ら
一
番

き
れ
い
に
見
え
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
︒
ぜ

ひ
内
陸
線
に
乗
っ
て
︑
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
︒

み
ん
な
で
気
軽
に
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

秋
田
内
陸
線
の

　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
が
見
頃

上桧木内駅から見える「紙風船ワクワクの夜」。

8
月
2
日
︑
田
沢
湖
公
民
館
で
﹁
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室
﹂
が
開
催
さ
れ
︑
1

家
族
を
含
め
8
人
が
参
加
し
ま
し
た
︒

　
こ
の
教
室
は
︑
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
︑

市
民
の
方
に
広
く
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
︒

　
今
回
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
﹁
工
具
な
し
で
気
軽

に
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
﹂︒
工
具
不
要
の
た
め

子
ど
も
も
安
心
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
︑

教
室
を
通
じ
て
︑
年
代
を
問
わ
ず
交
流
す
る
様

子
が
見
ら
れ
ま
し
た
︒

　
参
加
者
は
︑
互
い
に
教
え
合
い
な
が
ら
︑
楽

し
そ
う
に
思
い
思
い
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
っ

て
い
ま
し
た
︒

ハ
ン
ド
メ
イ
ド

  

ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室親子でアクセサリー作りに挑戦。

内
陸
線
が
展
望
台

50
年
前
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封

記念碑からタイムカプセルを取り出す様子。

旧
生
保
内
小
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念

50年前の思い出の品々とともに記念写真。

　
８
月
10
日
︑
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ

中
仙
︵
大
仙
市
豊
岡
︶
を
会
場
に
︑

２
０
２
４
﹁
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ

ネ
ッ
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
﹂
が
開
催
さ
れ
︑秋
田
ノ
ー

ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
か
ら
仙
北
市
出

身
の
田
口
成
浩
選
手
の
ほ
か
︑
土

屋
ア
リ
ス
タ
ー
時
生
選
手
︑
守
屋

健
次
郎
コ
ー
チ
が
講
師
を
務
め
ま

し
た
︒

　
こ
の
活
動
は
︑
仙
北
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会
が
主
催
し
︑
仙
北
市
・
大

仙
市
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
対
象

に
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
で
活
躍
す
る
選
手
か
ら
直
接
指

導
を
受
け
る
こ
と
で
︑
今
後
の
活

動
の
励
み
に
な
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
︒
昨
年
︑
開
催
予
定

で
し
た
が
︑
７
月
の
豪
雨
災
害
に

よ
り
中
止
︒
リ
ベ
ン
ジ
開
催
と
な

り
ま
し
た
︒

　

当
日
は
︑
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

6
チ
ー
ム
の
児
童
約
90
人
が
参

加
し
︑
シ
ュ
ー
ト
練
習
や
選
手
３

人
と
児
童
が
対
戦
し
ま
し
た
︒
試

合
中
は
︑
プ
ロ
の
選
手
の
ダ
ン
ク

シ
ュ
ー
ト
に
会
場
は
歓
声
に
包
ま

れ
ま
し
た
︒

　
最
後
は
︑
田
口
選
手
の
代
名
詞

で
も
あ
る
﹁
お
い
さ
ー
！
﹂
の
か

け
声
を
合
図
に
︑
参
加
者
全
員
で

記
念
写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
︒

「
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催

選手と参加者全員で記念撮影。

田口選手と児童の試合の様子。
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～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

ステージ上でポーズを決める倉橋さん。

鍛
え
上
げ
た
筋
肉
の
美
し
さ
を
競
う

倉
橋
大
地
さ
ん
が

　
　
　
フ
ィ
ジ
ー
ク
大
会
で
優
勝

　
７
月
12
日
と
13
日
の
2
日
間
︑
宮
城
県
石
巻
市
で

開
催
さ
れ
た
令
和
６
年
度
東
北
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
研
修
会
宮
城
県
大
会
で
仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
で
あ
る
山
田
佳
穂
さ
ん
︑
大
平
弘
司
さ
ん
︑
佐
々

木
千
秋
さ
ん
の
3
人
が
永
年
に
わ
た
る
活
動
の
功
績

が
認
め
ら
れ
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
︒

左
か
ら
山
田
さ
ん
︑
大
平
さ
ん
︑
佐
々
木
さ
ん
︒

市
内
の
小
中
学
生
が
水
泳
競
技
で
活
躍
！

7
月
7
日
︑
秋
田
県
立
総
合
プ
ー
ル
︵
秋
田
市
︶
で
開
催
さ
れ
た
﹁
第
47
回

全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会
・
秋
田
県

予
選
会
﹂︵
秋
田
県
水
泳
連
盟
主
催
︶
に
︑
菊
地
心
さ
ん
︵
大
曲
中
・
1
年
︶︑

水
平
譲
翔
さ
ん
︵
大
曲
中
・
1
年
︶︑
佐
藤
来
樹
さ
ん
︵
西
明
寺
小
6
年
・
ア
ク

ア
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
︶
が
出
場
し
ま
し
た
︒

　
菊
地
さ
ん
は
︑
出
場
し
た
11
歳
~
12
歳
女
子
50
ｍ
背
泳
ぎ
︑
女
子
個
人
メ
ド

レ
ー
２
０
０
ｍ
で
優
勝
︒
水
平
さ
ん
は
︑
出
場
し
た
11
歳
~
12
歳
男
子
バ
タ
フ

ラ
イ
50
ｍ
・
１
０
０
ｍ
で
2
位
︒
佐
藤
さ
ん
は
︑
出
場
し
た
11
歳
~
12
歳
男
子

自
由
形
１
０
０
ｍ
優
勝
の
ほ
か
︑
男
子
バ
タ
フ
ラ
イ
50
ｍ
で
3
位
を
獲
得
し
ま

し
た
︒

第
47
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会
・
秋
田
県
予
選
会
な
ど

　
ま
た
︑
7
月
13
日
に
同
所

で
開
催
さ
れ
た
﹁
第
73
回
秋

田
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

水
泳
競
技
大
会
﹂
に
菊
地
さ

ん
︑
水
平
さ
ん
が
出
場
し
︑
輝

か
し
い
成
績
を
残
し
ま
し
た
︒

　
７
月
25
日
に
は
︑
市
役
所

西
木
庁
舎
を
訪
れ
︑
須
田
教

育
長
へ
受
賞
報
告
と
全
国
大

会
出
場
が
決
ま
っ
た
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
︒

　
全
国
大
会
と
な
る
﹁
第
47

回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水

泳
競
技
大
会
﹂
は
︑
８
月
22

日
か
ら
５
日
間
の
日
程
で
︑

東
京
ア
ク
ア
テ
ィ
ッ
ク
ス
セ

ン
タ
ー
︵
東
京
都
︶
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
︒

左から菊地さん、佐藤さん、水平さん、須田教育長。

8
月
3
日
︑
公
益
財
団
法
人
日
本
民
謡
協
会
主
催
民
謡
民
舞
少
年

少
女
全
国
大
会
が
東
京
都
で
開
催
さ
れ
︑﹁
秋
田
仙
北
会
﹂︵
田
村
和
子

会
長
︶が
民
舞
の
部
で
初
め
て
優
勝
旗
を
秋
田
県
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
︒

8
日
に
は
︑
田
村
会
長
と
出
場
メ
ン
バ
ー
が
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
を

訪
れ
︑
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
︒

　
メ
ン
バ
ー
の
中
の
3
人
は
少
年
少
女
大
会
出
場
最
後
の
中
学
3
年

生
︒
昨
年
に
続
き
1
年
間
﹃
合
わ
せ
る
踊
り
﹄
を
猛
練
習
し
成
果
を
実

ら
せ
ま
し
た
︒

　
高
橋
キ
ヌ
子
師
匠
や
２
代
目
指
導
者
の
佐
藤
か
お
り
さ
ん
を
は
じ

め
︑
社
中
の
先
輩
方
か
ら
も
﹁
こ
の
努
力
を
忘
れ
ず
︑
今
後
も
自
信
を

持
っ
て
飛
躍
し
て
ほ
し
い
﹂
と
祝
福
さ
れ
ま
し
た
︒

少
年
少
女
民
舞
の
部「
日
本
一
」

高
橋
キ
ヌ
子
社
中

「
生
保
内
節
メ
ド
レ
ー
」
で
全
国
優
勝

8
月
7
日
︑
仙
北
市
民
会
館
で
令
和
６
年
度

仙
北
市
戦
没
者
追
悼
式
が
厳
か
に
行
わ
れ
︑
ご

遺
族
や
関
係
者
な
ど
43
人
が
参
列
し
ま
し
た
︒

　
式
典
で
は
黙
祷
を
捧
げ
た
ほ
か
︑
戦
争
で
亡

く
な
ら
れ
た
ご
英
霊
の
ご
冥
福
を
祈
り
な
が
ら
︑

参
列
者
の
皆
さ
ま
か
ら
献
花
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

　
戦
後
79
年
が
経
過
し
︑
ご
遺
族
の
高
齢
化
に

と
も
な
い
参
列
者
の
減
少
が
進
む
な
か
︑
孫
や

ひ
孫
な
ど
で
組
織
す
る
遺
族
会
青
年
部
の
会
員

も
参
列
し
︑
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を

次
世
代
に
語
り
継
ぐ
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と

を
誓
い
ま
し
た
︒

　
引
き
続
き
︑
大
仙
市
・
仙
北
市
・
仙
北
郡
戦

没
者
遺
族
地
方
大
会
が
開
催
さ
れ
︑
髙
橋
光
風

さ
ん
な
ど
４
人
が
秋
田
県
遺
族
連
合
会
長
表
彰

を
受
賞
さ
れ
た
ほ
か
︑
戦
争
の
記
憶
を
伝
承
す

る
﹁
平
和
の
語
り
部
﹂
事
業
を
推
進
す
る
こ
と

な
ど
の
決
議
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
︒

仙
北
市
戦
没
者
追
悼
式
・

　
　
　

  

遺
族
地
方
大
会

7
月
15
日
︑
男
鹿
市
民
文
化
会
館
で
メ
ン
ズ
フ
ィ
ジ
ー
ク
東

北
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
こ
の
﹁
メ
ン
ズ
フ
ィ
ジ
ー
ク
﹂

は
︑海
が
似
合
う
体
が
コ
ン
セ
プ
ト
の
競
技
で
す
︒
引
き
締
ま
っ

た
身
体
は
も
ち
ろ
ん
︑
健
康
的
で
爽
や
か
な
雰
囲
気
︑
清
潔
感
︑

所
作
な
ど
を
含
め
た
全
体
の
ス
タ
イ
ル
を
競
う
も
の
で
︑
東
北

各
県
か
ら
4
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
約
40
人
が
出
場
し
ま
し
た
︒

　
こ
の
大
会
に
出
場
し
た
倉
橋
大
地
さ
ん
︵
田
沢
湖
生
保
内
︶

は
︑
１
６
８
㎝
以
下
級
の
予
選
を
3
位
で
通
過
︒
上
位
6
人
が

進
出
し
た
決
勝
で
優
勝
し
ま
し
た
︒
ま
た
︑
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

優
勝
者
で
競
う
オ
ー
バ
ー
オ
ー
ル
で
も
優
勝
し
︑
2
冠
を
達
成

し
ま
し
た
︒

　
こ
の
3
月
に
消
防
士
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
に
転
向
し

た
倉
橋
さ
ん
は
﹁
身
体
の
状
態
を
決
勝
に
合
わ
せ
て
︑
イ
メ
ー

ジ
通
り
の
調
整
が
で
き
た
︒
来
年
は
全
国
大
会
に
挑
戦
し
︑
日

本
一
を
目
指
し
た
い
︒
将
来
は
︑
地
元
の
仙
北
市
内
で
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
を
開
設
す
る
こ
と
が
﹃
夢
﹄﹂
と
話
し
ま
し
た
︒

ご冥福を祈って献花する参列者。

受
賞
報
告
で
は
︑
田
口
市
長
と
一
緒
に
喜
び

を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
︒

前
列
左
か
ら
高
橋
キ
ヌ
子
師
匠
︑
佐
藤
か
お

り
さ
ん
︒
後
列
左
か
ら
鈴
木
結
愛
さ
ん
︑
大

石
凛
夏
さ
ん
︑
鈴
木
麗
魅
さ
ん
︑
田
口
心
結

さ
ん
︒

　
８
月
11
日
︑
角
館
漁
業
協
同
組
合
の
若
手
組

合
員
に
よ
る
ル
ア
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ

﹁P.M
.C�KAKU

N
O
D
ATE

﹂︵
林
崎
一
真
会
長
︶

が
︑
内
川
橋
か
ら
左
岸
︑
落
合
河
川
公
園
桧
木

内
川
河
川
敷
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
を
行
い

ま
し
た
︒

　
林
崎
会
長
は
︑﹁
今
年
は
大
雨
な
ど
天
候
不
順

が
続
き
︑
思
う
よ
う
に
釣
り
が
楽
し
め
て
い
ま

せ
ん
が
︑
や
っ
と
鮎
釣
り
も
県
内
外
か
ら
多
く

の
釣
り
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
︑
綺
麗
な
川

で
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
︒
地

元
ア
ン
グ
ラ
ー
と
し
て
︑
皆
で
自
然
を
大
事
に

し
︑
未
来
の
ア
ン
グ
ラ
ー
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
重

要
で
︑
ク
ラ
ブ
と
し
て
も
そ
の
一
躍
を
担
え
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
﹂
と
話
し
ま
し
た
︒

角
館
漁
協
若
手
組
合
員
が

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
実
施

自
然
や
環
境
を
守
る
た
め
に
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